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明治ホールディングス株式会社

サステナビリティ推進部

明治グループのサステナブルな酪農の実現に貢献する取り組み
～牛乳におけるカーボーンフットプリント算定と

Ｊクレジット制度を活用したビジネスモデルの構築～



酪農における
循環の仕組み

生乳（乳製品）地域・社会

貢献

5大栄養素（たんぱく質、
脂質、炭水化物、ビタミン、
ミネラル）を含む、希少
かつ重要な栄養源の提供など

貢献
堆肥とすることでの化学
肥料の使用量低減など

貢献
牧草やとうもろこしなどの
植物による CO2吸収（固
定）など

貢献
雇用の創出による、地域経
済の発展（地域共生）など

糞尿

牛

飼料

堆肥

貢献
牧草などを人が摂ることが
できる栄養源に変換など

サプライチェーンの持続可能性のために
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サプライチェーンの持続可能性のために

地域活性
（雇用）

酪農業は持続可能な
社会に不可欠

ゲップ・糞尿などが
地球温暖化に影響

栄養源
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Dairy Net Zero実現に向けた取り組み

アニマル
ウェルフェア

人権課題

プラントベース
フード

環境負荷
低減

温室効果ガス排
出量削減

酪農乳業界の抱える課題

世界における酪農乳業界の貢献

⚫ 酪農乳業に携わる人：約10億人

⚫ 乳製品を定期的に消費する人：約60億人

世界 日本

牛のゲップ由来のメタンなど酪農乳業による
温室効果ガス（GHG）総排出量の割合

約3% 約1%

（出所）・「気候変動と世界の乳牛セクター」
国連食糧農業機関（FAO）およびグローバル・デーリー・プラットフォーム（GDP）, 2019年発行

・Jミルク酪農乳業 SDGs 推進ワーキングチーム（2020年11月）、農研機構資料3 Meiji Holdings Co., Ltd. All rights reserved



消化管内で
発生するメタン

糞尿管理 CH4

糞尿管理 N2O

直接・間接
エネルギー CO2

飼料 CO2

飼料 N2O

LUC:大豆・パーム CO2

4.8%

4.5%

2.3%

8.9%

20%

1%

58.5%

牛乳におけるGHG排出の構成畜産全体に占めるGHG排出の構成

乳用牛
617万t

肉用牛 484万t

豚 193万t

その他 5万t

34.9％

44.5%

採卵鶏 57万t

ブロイラー 30万t

13.9％

4.1％
2.2％

畜産からの
排出量

1,386万t

出典：農林水産省「畜産・酪農をめぐる情勢」を基に作成 出典：国連食糧農業機関およびグローバル・デーリー・プラットフォーム「気候変動と
世界の乳牛セクター 将来の低炭素社会における酪農乳業セクターの役割」 (2018年)

（日本） （世界）

(CO2換算）(CO2換算）

4 Meiji Holdings Co., Ltd. All rights reserved

Dairy Net Zero実現に向けた取り組み



今回のチャレンジ

家畜の排泄物から発生する

N2Oを削減する取り組み
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Dairy Net Zero実現に向けた取り組み



Scope１ Scope２

2030年

2050年

50%削減

実質0を実現

GHG排出量（2019年比）

2030年

2050年

30%削減

実質0を実現

GHG排出量（2019年比）

明治グループにおけるGHG排出量の削減目標

削減目標 削減目標

Scope３
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Dairy Net Zero実現に向けた取り組み



自社排出量（CO2換算）

53.6万㌧ 

自社以外の排出量 (CO2換算）

322.7万㌧ 
85%が

自社以外

明治グループにおけるGHG排出量実態（2021年度）

Scope３Scope１ Scope２
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Dairy Net Zero実現に向けた取り組み



社会および明治グループとして

「酪農業におけるGHG排出量削減」
最優先課題

2021年度 Scope3 
GHG排出量の内訳（CO2換算）

29.2万㌧

資本財

23.7万㌧

1.9万㌧ 0.8万㌧

0.4万㌧

0.2万㌧

製品に関する排出量が大半を占める

Scorpe1,2に含まれない
燃料およびエネルギー関連活動

事業から出る廃棄物

雇用者の通勤

輸送、配送（上流）

出 張
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Dairy Net Zero実現に向けた取り組み

228.4万㌧

購入した製品・サービス

23.7万㌧

輸送、配送（上流）

3.6万㌧

販売した製品の廃棄
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